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1.研究背景

日本独特の企業スポーツ制度は、選手のサポート体制として

は利点もあるが、企業スポーツを取り巻く環境は厳しい。不況

や各種リーグの人気低迷が影響し多くの企業チームが休部・廃

部に追い込まれている。

1974年、国際オリンピック委員会（IOC）がオリンピック憲章

の参加資格条項から「アマチュア」の文言を削除した。それか

ら、世界のスポーツ界にオープン化プロ化、商業化が容認され、

スポーツが巨大なビジネスとして確立されてきた。

国際ラグビー機構（IRB）は、設立以来「アマチュアリズム」

を尊守してきたが、1995年、「アマチュア規定」を撤廃しオープ

ン化に踏み切った。「アマチュアリズム」は、100 年以上にわた

りラグビー競技の基本精神であった。しかし、ラグビーがイギ

リスで普及するにつれ、上流階級だけでなく労働者階級を含め

たあらゆる階層が競技を行えるようになった。ラグビーはもは

や上流階級の娯楽ではなく、労働者階級が「アマチュアリズム」

を実践するのは難しくなってきたのである。1987 年に始まった

ラグビーワールドカップでは、TV 放映権料やスポンサー契約を

めぐる外部からのラグビー・マーケットへの参入は避けられず、

ラグビーの商業化はさらに勢いを増す。その後、各国のプロリ

ーグ構想のより有名選手がリーグに流出してしまう。これらの

プロ化への時代の趨勢に逆らえず、1995 年、IRB はラグビーの

オープン化、すなわちプロ活動を承認した。

わが国ではワールドカップ決勝トーナメント出場を目標に掲

げ、2003 年に全国の社会人リーグの上にジャパンラグビートッ

プリーグを発足させた。リーグ自体を構成する各チームは、チ

ームと企業が明確に分類されていない「企業チーム」で、企業

の中の組織としてチームが存在している。

ラグビーはいまだプロスポーツリーグではないが、2019 年に

ラグビーワールドカップの日本開催も決定し、今後さらなるリ

ーグの競技力向上が求められる。

このためには、現在の日本ラグビーフットボール協会の中で

のリーグではなく、ジャパンラグビートップリーグの将来的な

リーグ体制を示す必要がある。

2.研究目的

本研究では、ジャパンラグビートップリーグのリーグ体系に

ついて国内外の他のリーグと比較検討をおこなう。企業スポー

ツおよびプロスポーツのリーグ体系の違いを以下の３点に注目

して明確にし、最適なリーグ体制を明らかにすることを目的と

する。

・専門委員会の設置

・試合数の増加

・下部組織の有無

3.研究方法

ジャパンラグビートップリーグの組織と、ラグビーのプロ化

を行った海外（イギリス、南アフリカ）のラグビー協会規約か

ら、それぞれの組織体系の図表化を行った。また、国内の他の

リーグを事例として、プロ化を行った J リーグ、企業スポーツ

でジャパンラグビートップリーグと類似していると考えられる

Vリーグの規約をもとに、組織体系の図表化を行った。

そして、スポーツマネジメント（２００８）、間野（２００３）

の日本のスポーツリーグのビジネスモデルに関する研究を参考

に、現代のスポーツリーグの抱える課題を抽出し、ジャパンラ

グビートップリーグの将来的なリーグ体制を示した。

4.結果と考察

[専門委員会] J リーグにおいては専門委員会がそれぞれ設置

されている。専門委員会には、規律委員会、技術委員会、マッ

チコミッショナー委員会、経営諮問委員会がある。

専門委員会の設置に関しては、現在の事業企画アドバイザー、

競技運営アドバイザーがそれにあたるが、海外や J リーグと比

較するとより強力な権力をもって各組織に良い刺激を与える組

織が必要だと考えられる。

[試合数の増加] 試合数の増加が国際競技力の向上につなが

り、競技の発展・普及にも欠かせない。JRTL においては、年間

スケジュールのなかの、リーグ戦の期間を延ばし、グラウンド

の人工芝化で有効な施設の活用を行うことが解決策の一つとし

て提示された。

[下部組織の有無] 下部組織において、現状のプロリーグでさ

えも経営に余裕がないにもかかわらず、下部組織を義務づける

ことは難しいことが分かった。小中高と学校スポーツに頼りが

ちな日本においてラグビーの下部組織、育成を行うには、子供

の成長に合わせた目標、ルール作りが必要だといえる。


